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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
るなど比較的しっかりした造りをしている（写真
４）。内１基は壁が破損していたため内部を観察
することができたが、白木製の背面に紀年銘を持
つ位牌又は神璽と湯呑み、金銅製の燭台が安置さ
れ、壁内面上部には金糸刺繍の布が張り巡らせら
れる。
　たまたま居合わせた現地在住のＹ氏にお話を聞
くことができたが、宮型墓は、「たまや」などと
呼び、仮設のものであり、本来は死後数年して石
製墓を建立するという。
　墓前には湯呑み、芝（榊）を花立に供えてい
る。神道式の墓前祭祀のあり方の一つであろう。
２．２．玉之浦墓所
　五島市玉之浦町の玉之浦トンネルを抜けた幹線
道路からやや下った平坦地に所在する。
　墓域は雑草に覆われるが、樹木が伐採されてお
り（写真５・６）、木口氏の話によれば年に数回
伐採が行われているという。
　明治年間の紀年銘を持つ十字架型墓石数基（写
真５）と、十字架を浮き彫りにする年代不明の伏
碑形墓石（写真７）数基の他、推定で100基前後
の石組墓が広がる（写真８）。木口氏によれば、
現在の墓は別の場所に営まれているという。
　草に覆われているため石組墓の形態の詳細は観
察できなかった。
　墓前には特に供献物はなかったため現在は祭祀
は行われてはいないものの、伐採が行われている
ことから考えて現在も先祖の墓所として意識され
ていることがわかる。
　また、草刈りに際して整理されている可能性は
あるが、供献遺物の散布が期待される。
　以上のことから十字架を持つ墓石・伏碑形墓石
は禁教解除期以降の所産であろうが、石組墓はそ
の基数も多く、潜伏期に開かれた墓所であること
は充分考え得る。黒蔵墓所と並び、潜伏キリシタ
ンの墓制を知るに重要な調査対象である。
２．３．小浦墓所
　五島市玉之浦町玉之浦小浦の道路脇の小高い丘
陵上に所在する。小浦はかつての潜伏キリシタン
集落である。
　現在は中心十字架（写真10）の周囲に主にカロ
ウト式の墓が立ち並んでいる（写真９）他、十字
架を持つ墓石の個人墓（写真12）、十字架を浮き
彫りにする伏碑（写真11）が残っている。近代以
降の所産であるカトリック墓と考えられ、石組墓
は残っていない。潜伏期の墓所を改葬したもの
か、あるいは別の場所に近世墓所があったものと
考えられるが、案内者は他に墓所を知らないとの
ことであり、また墓域周辺には石組墓を改葬した
痕跡である礫の集積等はみられない。
２．４．貝津墓所
　五島市三井楽町貝津の火山性低丘陵上の開けた
土地に所在する。
　本墓地は『五島列島における潜伏キリシタン墓
に関する分布の基礎調査』（2016　加藤・野村）
にて報告しているが著者らが再訪したため、前回
言及しなかった神式墓を含めて再度報告する。
　中心十字架の周囲にカトリックのカロウト式墓
が立ち並んでおり（写真13）、その外周の南側に
石組墓が多数残存している（写真14）。また、外
周西側の道路寄りに数基からなる神道式墓域が同
じくカロウト式墓として設定される。
　石組墓はやや経年変化が進んでいるものの、大
部分は円礫を略方形に敷いたもの（写真15）であ
る。中には伏碑状に大形礫を中心に伏せて設置す
るものもある（写真16）。また十字架付墓石の基
壇部分も円礫を敷き詰めており（写真17）、石組
墓の残存形態といえるのかもしれない。
　現在の墓所の中心は中央のカロウト式墓である
が、僅かに残存する十字架付墓石や前述の石組墓
にも現在も造花が供献されており、祖先の墓とし
ての認識が残っていることを表している。
　東側の神道式墓は墓石に「奥津城」と刻まれて
おり、内１基はレンガ製の囲いの中に改装前の方
柱状の墓石数基を立て並べて残している。レンガ
塀には十字型の透かしを施しており（写真18）、
これらのデザインが造墓者の何らかのアイデン
ティティーを表現するものかもしれない。
　これらのことからこの墓所は、近世の潜伏キリ
シタンの時代からカトリック・カクレキリシタン・
神道式が分岐する現代に至るまで継続して営まれ
た墓所であり、それらの変遷を追うことができる
ことが理解できる。
２．５．嵯峨瀬墓所
　五島市奥浦町嵯峨瀬の海を見下ろす痩せ尾根上
に細長く展開する墓所である。
　神道式のカロウト式墓が連担し（写真19）、墓
誌銘碑では「◯◯（本名）大人命・刀自ノ霊」と
刻まれる。
　中央部には石組墓と、石組墓上に石製十字架を
― 19 ―
五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
持つもの、伏碑墓（写真22）が集中する（写真
20）。
　さらに石組墓には立石を伴うものが２基ほどあ
る（写真21）。石組には基盤土に含まれる角礫の
他、かなりの頻度で中形の円礫が使用されている
（写真23）。
　移住時期から考えて石組墓の一部はカロウト式
墓に改葬されたものと考え得るが、石組墓には供
献がなく、被葬者が不明であるため残された物も
あるのであろう。
　また、当該墓地から離れた平坦地に面する丘陵
端部に、福江藩から派遣された森番一家の墓地が
ある。近世・近代の墓は倒されて、新たにカロウ
ト式の家族墓が建立されている。奉献燈籠の一部
には瀬戸内系花崗岩が使用されており、その役目
柄、ある程度経済力を持った一族であったことが
知れる。
　墓石は、江戸中期には板碑形（写真24）をそれ
以降は方柱墓石を使用する。
２．６．雨通宿仏教墓
　五島市木場町雨通宿平坦地に国道から入った丘
陵端部に所在する仏教墓である。
　比較のため調査に入ったがすべてがカロウト式
墓になっており（写真25）、墓誌銘に刻まれた戒
名と参道入口の六地蔵、近世中期の菩薩形墓石
（写真26）により、仏教式墓であることがわかる
のみである。
２．７．繁敷カトリック墓
　五島市富江町繁敷のダム湖畔山腹に所在する。
昭和49（1974）年、ダム建設に伴って移転した繁
敷教会ヘ至る林道の脇に位置する。
　繁敷は富江領ではほぼ唯一の潜伏キリシタン集
落であり、案内板によれば嘉永六（1853）年に福
江島の北東部に位置する岐宿町福見から１家族が
開拓に入ったことを草分けとし、その後カトリッ
クに復活し教会が建設されたとする。
　墓所は中腹に平坦地を開き、中心十字架の周囲
にカロウト式墓が取り囲む（写真27）。一部十字
架付墓石や、子供の墓である自然石墓が残るが、
これらは紀年銘からダム建設以前のものである。
　縁辺部には近代の方柱形墓石やその基礎石が集
積されており、このことから当墓所がダム建設に
よる集落・教会の移転以前から営まれていたこと
が推測される。また縁辺部には、多量の角礫も集
積されており（写真28）、墓所整理以前には石組
墓もあったかと思われる。
２．８．淵ノ元カトリック墓所
　五島三井楽町淵ノ元の海岸沿いに所在するカト
リック墓所であり、夕景写真の撮影場所として有
名な観光スポットでもある。
　広い海岸原野に営まれる墓所（写真29）のほ
か、小単位の墓所が道路沿いに点在している。
　墓石の大部分はカトリック墓であり、凡そ家族
単位で囲いを作りその中に複数の墓石を築く。十
字架を持つ墓石の他に様々な形態のものがある
が、注目されたのは基礎に請花・返花を持ち、方
柱墓竿石の中央に大きく十字架を彫り込む砂岩製
の墓石である（写真30）。請花返花は本来仏教式
の蓮弁として表現されるが、この墓石では蓮弁を
表す鎬がなく平滑に仕上げられていることから、
墓を荘厳する装飾として、非仏教的に再解釈され
たものと考えられる。
　広い墓所の一部に礫が集中する部分が残ってい
る（写真31）、この場所は家族単位での囲いの外
に位置する。いくつかは石組墓としてのまとまり
を示し（写真32）、無縁となった近世から近代初
期の石組墓であると認識している。玄武岩の海岸
円礫を使用しており、現状では、単に礫を敷き詰
めたかのような形状を示す。
２．９．岐宿墓所
　五島市岐宿町岐宿の火山性台地緩斜面に所在す
る大規模な墓地である（写真33）。
　しかし全体に近年大規模な改修を受けており、
以前林立していたであろう近代以降の方柱墓石が
各所に集積されている。近世以前の墓石はわずか
に１基の地蔵形墓石（写真34）が残されているの
みで、禁教期の墓制がどのようなものであるかは
不明である。
　
２．10．Ｔ家墓所
　五島市岐宿町二本楠付近の山腹の小集落の中の
道路脇に所在する。
　本来は仏教徒であるＴ家の家族墓地であるが、
墓域内の銘文によれば明治期に当時の当主が「弾
圧後のカクレキリシタン達が墓なきことを哀れ
み」墓域の端に「無縁仏として皆埋葬」したとの
ことである。
　明治期のカクレキリシタンの墓を仏教徒がどう
認識していたのかがわかる貴重な例であろう。
　Ｔ家の墓石が方柱形や笠付方柱形を採用し、ま
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た「南無阿弥陀仏」の名号塔が建立されているの
対し（写真36）、墓石自体は２段の基礎・基壇を
持つ小形の平頭方柱形であり正面上部に十字架を
浮彫りする（写真35）が、石材がやや新しいもの
とみられ、あるいは戦後に再建されたものである
のかもしれない。
２．11．井持浦神式墓所
　五島市玉之浦町井持浦の道路沿いにある低丘陵
上に所在する。井持浦にはルルドで有名な教会の
ある集落であるが、本墓所は神式である。
　区画された家族単位のカロウト式墓に個人墓が
併設される。家族墓は「◯◯家代々先祖等之奥
城」又は単に「◯◯家之墓」と表記されている方
柱石（写真37）である。対して個人墓墓石は形態
は同じであるが、「◯◯（本名）毘古・毘女」と
され（写真38）、前述の嵯峨瀬とは異にする。
　カクレキリシタンが神道に改宗した後の墓であ
ると考えられる。
３．小結
　今回の報告では、潜伏期の石組墓は玉之浦墓
所・貝津墓所・嵯峨瀬および淵ノ元墓所の一部に
その可能性があるものを見出した。
　この内玉之浦墓所では繁茂した雑草と基数が多
かったため、石組墓の充分な観察ができなかっ
た。その他の墓所では基本的に地元で取れる石材
を中心に使用している、小円礫が目立つ石組墓は
見られなかった。これは時間をかけて個別観察を
おこなうことによって、見出すことができる可能
性もあろう。この小円礫の存否は、別稿『五島列
島の潜伏キリシタン墓の研究４（旧木の口墓所）』
で言及したように、潜伏キリシタン墓の習俗に関
わる要素の一つと思われる。
　また、禁教期の仏教式墓も集落墓地の中ではほ
とんど見出すことができなかったため、比較検討
の材料となりえなかった。著者らが実見した大円
寺墓所のうち、藩主五島家墓所や家臣団墓所は、
禁教期の潜伏キリシタン墓やそれ以降のカクレキ
リシタン墓といった民衆の墓とは隔絶しており比
較対象とはならない。カロウト式墓が大半を占め
ることが予想されるが、今後近世の墓制が残る福
江市街の宗念寺墓所などを調査対象としたい。
４．宮型墓（宮型施設・たまや・おい）について
　南河原の墓地では「たまや」と呼ばれる宮型の
墓上構造物が目を引いた。これは前述のとおり墓
石を立てる以前に一時的に構築するもので墓石を
立てるときには除去するが、墓石を建てない場合
に限り維持されるものとのことである。これは当
該墓所の被葬者を祭祀する神社の宮司からも同様
な話を聞いている。
　『五島列島における潜伏キリシタン墓に関する
分布の基礎調査』（2014　加藤・野村）で報告し
た大泊のカクレキリシタン墓地（写真38）や半泊
の中腹墓所ではトタン製構造物の一部がみられ、
墓石建立後や、改葬時に破棄されたものと見て良
い。
　対して南河原墓所では、いつ造立されたものか
はわからないが、現在でもコンクリートブロック
製の石組上に継続して祀られている。
　当該「たまや」の写真を平戸市生月島の館学芸
員の中園茂生氏に提示したところ、しっかり作ら
れており根獅子や生月の「おい」のようなものと
は異なり、一時的なものではないのではとの印象
を受けたとのご教示を得た。
　確かに南河原における「たまや」の構造を見る
限り、トタン製屋根の下に垂木を設置しており手
の入った構造をしている上、内部には金糸の刺繍
のはいった壁紙を貼るなど、簡易的なものとはい
えない。これに対して根獅子の「おい」（写真43）
は全体が木製で扉もない状態である。同じく生月
島の山田地区墓所の「おい」も屋根はトタン製で
あるものの全体として簡素な作りとなっている
（写真40）。また前述の大泊・半泊の「たまや」は
構造物は復元できないまでもトタン製の屋根を持
ちながら、破棄されている（写真39）。
　一方で、生月島黒瀬の辻墓所の「おい」は前面
にガラス戸を設えており（写真41）、同じく法善
寺の仏教墓地にある「おい」は石製で（写真42）
明らかに永続的な施設である。これらがカクレキ
リシタン・神道式・仏教式で意識の違いがあるの
かどうかは現段階では明らかにできないがその可
能性は充分にある。
　また、中園氏のご教示によると根獅子の墓所で
は「遺骨は、砂の中に埋めて、墓石を建ててから
納骨をおこなう」という聞き取り調査の貴重な成
果をご教示いただいた。根獅子の「おい」の内部
に供献する陶磁器が置かれており、墓の付帯施設
ではあっても「墓」それ自体ではないことは顕著
に現れている。
　ところで、長崎市樫山町東樫山の南墓地では
（写真44）、石組墓上に全体がトタン製で一部では
唐破風をもつ比較的しっかりとした構造の宮型施
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設があり、幾つかの例では内部に骨壺と思われる
壺が置かれていることが確認できた（平成27年１
月実見）。これらは墓としての機能を持っている
といえるだろう。言い換えれば下部構造は不明だ
が少なくとも現在では石組よりも宮型施設「墓」
として強く意識されているものである。当該墓所
では原則として墓石を建てない。
　繰り返しになるが南河原墓所の「たまや」内部
には白木製の位牌ないしは神璽が安置されている。
　以上のことから、「宮型墓」は地域性、宗教性
によってその性格を異にするものと考えられる。
追記：
　本年１月３日に本研究所客員研究員白濱聖子と
ともに東彼杵・西彼杵半島の巡見を実施した。
　その際、針尾島の集落墓地ですべてが木造の宮
型墓を見出した（写真45）。内１基は屋根が破損
しており（写真45）、内部には白木製の「●●●
●◯◯院◯◯◯◯大姉位」と墨書された仏教式位
牌（いわゆる野位牌）が安置されており、もう１
基は屋根が取れて放置されている状態であった。
　なお同墓所には石積み基壇に直方体の石製基礎
を乗せその上に墓石を置くもの※１が大部分であ
り、石組のみの墓も散見された。
　また、この巡見では西彼杵半島の西側で（琴海
尾戸町中串バス停そばの墓所、詳細地名不明）、
結晶片岩製方形蓋石墓とともに、カロウト上に石
膏ボードと思われる建材を屋根に使用し、躯体は
板製の宮型墓を見出した（写真46）。
　なお、東彼杵地区では石組墓、宮型墓は見当た
らなかった。
　このようなことから、宮型墓の性格は地域性が
強いということを再確認した。
　また、石組墓や石積みを有する松浦型墓も、少
なくとも近世以降においては地域性の表れである
と考えられた。以上についてはさらなる踏査をお
こない、その成果を待って論じたい。
註
※１　このような形態を、平成29年12月実施の平
戸・北松浦地区巡見の成果から、仮に松浦型墓と
呼称する。
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総研紀要15巻１号」長崎ウエスレヤン大学地域総
合研究所
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
２．南河原墓所下段全景
１．南河原墓所全景
３．南河原墓所ブロック製石組墓 ４．南河原墓所「たまや」
５．玉之浦墓所全景１ ６．玉之浦墓所全景２
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
７．玉之浦墓所伏碑
８．玉之浦墓所石組墓
10．小浦墓所中心十字架
９．小浦墓所全景
11．小浦墓所伏碑 12．小浦墓所十字架墓石
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
13．貝津墓所全景
15．貝津墓所石組墓１
17．貝津墓所石組を持つ墓石
14．貝津墓所旧墓域
16．貝津墓所石組墓２
18．貝津墓所神道式墓囲い
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
20．嵯峨瀬墓所石組墓集中部
19．嵯峨瀬墓所全景
21．嵯峨瀬墓所石組を持つ十字架墓 22．嵯峨瀬墓所石組墓１
23．嵯峨瀬墓所石組墓２ 24．嵯峨瀬仏教墓
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
25．雨通宿墓所全景
27．繁敷カトリック墓所全景
26．雨通宿墓所六地蔵
28．繁敷墓所礫集積
30．淵ノ元墓所折衷形態墓石
29．淵ノ元墓所
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
31．淵ノ元墓所石組集中部 32．淵ノ元墓所石組墓
34．岐宿墓所地蔵形墓
33．岐宿墓所
35．Ｔ家墓所カクレキリシタン墓 36．Ｔ家墓所仏教式墓
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
37．井持浦神式墓１
39．大泊カクレキリシタン墓所の祭祀跡
38．井持浦神式墓
40．生月山田地区墓所の「おい」
41．生月黒瀬が辻の「おい」
42．生月法善寺墓所の石製「おい」
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
43．平戸根獅子の「おい」
45．針尾島の「宮型墓」
44．長崎東樫山南墓所の「宮型墓」
46．西彼杵西側の「宮型墓」
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五島列島における潜伏キリシタン墓に関する分布の基礎的研究２
